理科総合Ａ　実験　　　「物質の分離と精製」

『醤油から塩（塩化ナトリウム）を取り出そう』

　普段みんなが目にしている物質のほとんどは（純物質・混合物）です。たとえば空気には呼吸に必要な酸素の他に（　　　　　）や（　　　　　　）などが含まれていることを知っているはずです。空気から酸素だけをうまく取り出すことができれば，酸素の性質や特徴を調べることが簡単になるだけでなく，酸素を使った多くの物質を生み出すことができるのです。

　人間は太古の昔から，海より塩（塩化ナトリウム）だけを精製して取り出し，その暮らしを営んできました。なぜそのように，手間のかかることをしていたのでしょうか？

　考えてみてください。

①

②

　このように，いろいろな物質が含まれている（　　　　　　）から純物質を取り出すことは，化学の大切な目標であると同時に，多くの知恵とか知識を知らないと非常に難しいことを体験してみましょう。

分離作戦その１　

醤油には塩（塩化ナトリウム）以外の不純物がたくさん含まれています。もしかすると醤油の黒い色が，何か邪魔をしているのかもしれません。この黒い色の正体が固体なら，ろ紙を使って濾し分けることができるかもしれません。この方法を化学では（　　　　　　）と呼んでいます。

醤油から，塩と水以外の不純物を除くことはできるでしょうか？

　　①　ロート台にロートを置き，下に１００ｍｌのビーカーを置く。

　　②　ろ紙をロートにつけ，醤油をろ過する　←　伝統の職人技がたくさんあるので，

先生の説明を聞くこと。

　　どうなりましたか？


（　　　）組　（　　　）番　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　
　分離作戦その２

　　　海水から塩を取り出すときには，いずれの方法でも最後に海水を煮詰めて取り出します。この方法を化学では（　　　　　　）と呼んでいます。醤油も煮詰めることで，うまく塩を分離できるのではないでしょうか？

　　①　蒸発皿に濾液を３ｍｌ加える。

　　②　セラミック金網の上に蒸発皿を乗せる。

　　③　ガスバーナーに火をつける　←　一度先生の説明を聞こう！
　　④　蒸発皿を下から穏やかに加熱する。

　　どうなりましたか？


　分離作戦その３

先に行った２つの方法では，普段目にしているような白い塩（塩化ナトリウム）の結晶を得ることができないことがわかりました。このことから，私たちは醤油の黒い成分をそのままではろ過で取り除けないこと，加熱すると性質が変化してしまうことがわかりました。そこで，ちょっと視点を変えてみましょう。分離作戦その２では醤油は黒こげになってしまい，すでに醤油とは呼べない物体になってしまいました。でも，その焦げた醤油の中から塩は無くなってしまったのでしょうか？

焦げた醤油の中には，まだ塩（塩化ナトリウム）が壊れずに残っていると仮定して，もう一度ろ過に挑戦してみましょう。

①　るつぼに残っている黒いススを割り箸でよくつぶす。

②　100mlビーカーにススを入れ、ごく少量の蒸留水を加える。

3 ロート台の下に100mlビーカーを置き，分離作戦その２と同様に濾過する。

4 時計皿に濾液をうつす。

　　　どうなりましたか？


　

※実験室では，指示が無い限りは絶対に薬品を口にしないこと。今回は特別です。
　塩（塩化ナトリウム）であることを調べるために
　　実は，できた物質が何であるのか調べるためには，物質の性質ついての多くの知識がなければ難しいことです。例えば今回の場合，得られた白い物質を舌で味わってみれば，しょっぱいと感じるので「どうやらこれは塩らしい」ことはわかります。これは塩（塩化ナトリウム）の性質の一つに，味わうと「しょっぱい」という性質があるからです。けれど，全ての物質を味わって確認するわけにはいかないですよね？

　　塩化ナトリウムには，化学的に次のような性質・特徴があることがわかっています。

　　・　固体は８０１℃で融ける（融点）　　・　液体は１４８５℃で沸騰する（沸点）

　　・　水に溶けやすい　　　　　　　　　　・　結晶に色が付いてなく，形が立方体

　　・　硝酸銀水溶液を加えると白く濁る　　・　電気分解すると＋極から刺激臭がでる　etc

　　今はよくわからなくても構いません。この性質の中で，すぐに確認できそうなのは，「水に溶けやすい」と「結晶の形」でしょうか。すぐやってみましょう。

　　①　分離作戦その３でとっておいた時計皿の結晶をルーペで観察し，塩化ナトリウムの結晶と比較してみる。


円の中には，結晶の形をスケッチ→

　　１年　　　組　　　　番　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　
考　　察
醤油の中の不純物は，ろ紙を通り抜けてしまうため，ろ過できませんでした。液体を蒸発させて塩だけ取り出そうとしても，不純物が焦げてしまいうまくいきませんでした。ですが，塩化ナトリウムの融点は（　　　　　　　）℃と非常に高く，ガスバーナーで加熱したくらいでは無くならないことがわかりました。

逆に，醤油に含まれていた不純物（有機物）は，加熱すると壊れて別の性質を持つようになりました。醤油の焦げたものは，水に（　　　　　　　）ので，ろ過で取り除くことができるようになったのです。一方で，塩化ナトリウムは水に（　　　　　　　）ので，ろ液に残ることがわかりました。ろ液から水を取り除いてみると，その結晶の形は（　　　　　　　）であることがわかったので，どうやら塩化ナトリウムだけを取り出せたと考えてよさそうです。

ま　と　め

①　加熱により塩（塩化ナトリウム）の性質は（変化した・変化しなかった）

②　加熱により，醤油中の塩（塩化ナトリウム）以外の不純物の性質は

（変化した・変化しなかった）

③　醤油や海水，空気のようにいろいろな物質がまじりあったものを（　　　　　　）という。

④　塩化ナトリウム・水・酸素などは，１種類の物質からできている。このような物質を

　　　　（　　　　　　）という。

⑤　化学的な方法で，③から④を取り出すことを（　　　　　）といい，取り出したものをさらに純粋にすることを（　　　　　）という。
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